
第22回特発性心室細動研究会（J-IVFS）https://j-ivfs.org/ 

日時：2025年2月15日（土）13：00～17：00  

場所：（東京）大崎ブライトコアホール3F https://osaki-hall.jp/access/ 

（東京都品川区北品川5－5－15大崎ブライトコア3F/TEL:03-5447-7130) 

 

＜関係者への連絡＞ 

＊PC 受付 11：30～     

＊幹事会 12：00～12：45  

～ プログラム～ 

 

13：00～13：05 代表幹事の挨拶 

                青沼 和隆（水戸済生会総合病院 循環器センター） 

 

13：05～13：10 開会の辞（第22回年次研究会・当番幹事） 

                髙橋 尚彦（大分大学医学部 循環器内科・臨床検査診断学講座） 

 

13：10～13：25 事務局報告  

         Validation of novel risk prediction models in patients with Brugada 

 syndrome: A multicenter study in Japan （J-IVFS） 

 (Heart Rhythm. 2024:S1547-5271(24):03321-6. doi: 10.1016/j.hrthm.2024.09.024) 

鎌倉 令（国立循環器病研究センター 不整脈科） 

 

13：25～14：20 一般演題1. ＜1演題/発表9分/質疑3分＞（55分） 

 

       - J 波症候群患者の心室細動発症と心臓自律神経機能について - 

  

座長： 池田 隆徳 (東邦大学医学部 内科学講座 循環器内科学分野) 

因田 恭也（名古屋大学大学院 医学系研究科 循環器内科学）                     

 

1-1. 頻回に心室細動をきたす J 波症候群に対して、左室心外膜側壁の一部に存在した 

遅延電位への substrate アブレーションが奏功した1例 

東邦大学医学部 内科学講座 循環器内科学分野 

○小池 秀樹 

 

1-2. 自律神経の影響による J-ST 上昇が疑われたクライオバルーンアブレーションの2症例 
富山大学附属病院 第二内科 

〇内田 圭祐 

 

1-3. 植込み型除細動器電池交換後の薬剤抵抗性心室細動に対して,心房ペーシングが有効で 

あった早期再分極症候群の一例 

京都大学 循環器内科 

〇井上 智之 

 

1-4. 反射性迷走神経機能亢進は早期再分極症候群患者における心室細動発生リスクに関与する

大分大学医学部 循環器内科・臨床検査診断学講座 

〇福田 智子 

 

◆ 座長まとめ（7分）  

https://j-ivfs.org/
https://osaki-hall.jp/access/


 

14：20～14：35 休 憩  

                ※ロビーにてドリンクサービスを行っております。  

 

14：35～15：30 一般演題2. ＜1演題/発表9分/質疑3分＞（55分） 

 

     - カテコラミン誘発多形性心室頻拍の診断と治療について - 

    

   座長： 大野 聖子 (国立循環器病研究センター・メディカルゲノムセンター) 

      笹野 哲郎 (東京科学大学医学部 循環制御内科学) 

 

  2-1. フレカイニドおよび胸部交感神経切除術によりコントロールを得た CPVT症例 
前橋赤十字病院 心臓血管内科 
〇峯岸 美智子    

            

2-2. 心臓交感神経節切除術が有効であった、カテコラミン誘発多形性心室頻拍の2症例 

大阪母子医療センター 小児循環器科 

〇青木 寿明 

 

2-3. 幼児期に心肺停止で発症し、S-ICD植込みを行うも感染のため抜去したカテコラミン 

誘発多形性心室頻拍の小児例 

日本医科大学付属病院 循環器内科 / 日本医科大学付属病院 心臓血管集中治療科 

〇伊藤 紳晃 

 

2-4. 長期経過観察中の不整脈原生について確認出来た CPVT の一例 

岡山大学 循環器内科 

〇浅田 早央莉 

 

◆ 座長まとめ（7分） 

 

15：30～15：45 休 憩  

          ※ロビーにてドリンクサービスを行っております。 

 

15：45～16：55 イブニングセミナー 

 

座長： 髙橋 尚彦 

（大分大学医学部 循環器内科・臨床検査診断学講座） 

 

Autonomic nervous system abnormalities related to BrS, ERS, and IVF(仮題) 

Kalyanam Shivkumar 

Professor of Medicine (Cardiology), Radiology & Bioengineering 

Director, Center for Interventional Programs 

Director, UCLA Cardiac Arrhythmia Center & EP Programs 

UCLA Health System 

 

16：55～17：00 閉会の辞（第23回年次研究会・当番幹事） 

                因田 恭也（名古屋大学大学院 医学系研究科 循環器内科学）         
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- 会 場 案 内 - 

 

  ＜交通案内＞ ・JR 山手線・JR 埼京線・JR 湘南新宿ライン「大崎」駅より、徒歩5分 
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